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・公倍数の考え  ・平均の考え 
②一方を単位量として、他方で数値化する。 
・等分除的解釈  ・単位量あたりの考え 
～同種量の割合～（小学校５年） 
①一方の数量をそろえて、他方で比較する。 
・公倍数の考え  ・平均の考え 
②一方を単位量として、他方で数値化する。 
・等分除的解釈  ・単位量あたりの考え 
③一方（全体）を１とみて、他方を測定して数
値化する。 
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入った数 ５ 10 15 20 ・・・ 50





























入った数 ０ 10 20 30 ・・・ 90
投げた数 10 20 30 40 ・・・ 100














































走る車Ａと 40 ㍑で 520km 走る車Ｂでは、どちらの










































































































































































１ｃｍ …… １０ｃｍ …… ２ｍ 
｜＋４ｃｍ    ｜＋４ｃｍ    ｜＋４ｃｍ 
５ｃｍ …… １４ｃｍ ……２ｍ４cm 
図９．差の考え方による対応の表記 
 
１ｃｍ …… １０ｃｍ …… ２ｍ 
｜×１．５    ｜×１．５    ｜×１．５ 

















入った数 4 8 12 ・・・  
投げた数 10 20 30 ・・・  
図 11．第２時で用いた数表「10 本中４本入るうまさ」 




割合（小数）              割合（％） 
入った数  6   
投げた数 １ 10  100 






    ÷10     ×10 
0.4      ４    ４０ 





0.2      １２  ２０ 
  ×5  ÷5    ÷５ 




0.75   １５     ７５ 
×0.75  ×0.75    ×0.75 































何を 0.15 倍すれば 30 になるかが分からず、未
解決に終わった。 
 
当たりくじ 0.05  4  5 
くじ全部 １ ×0.05 80  100 
５÷100＝0.05 
80×0.05＝４    ４本 
図 16．比の第２用法（第８時）での hiro の数表の見方 
 
当たりくじ 0.15  15 ？ 30 
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＜第 14 時での教師と hiro との発話＞ 
（「3600 冊の 40％」を数直線を使って考える場面） 
Ｔ１：１と 0.4 の関係っていうのはどういう関係です
か？・・・この関係（図 18 の左向き矢印）は？ 
ｈ１：÷0.4 かな？・・・分かんない。 
Ｔ２：１は、何倍すれば 0.4 になる？ 
ｈ２：0.4 倍。 
Ｔ３：0.4 倍。１×0.4 というのが 0.4 だよね。そうす










割合０   0.4         １ 
（小数） 
割合０   40        100 
（％） 






























５．２．２ kuro の活動 
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Ｔ２：じゃあ、この問題（図 21）だったら？ 
 
入った数 0.75 20÷15 15  75 




































































Ｔ１：大型飛行機（520 人中 442 人の割合）は、
どうやって出しましたか？ 
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だから、それを足すと 442（人）になって、











ことに気付き、「0.8＝416 人」と 442 人との
26 人の差を考える中で、26 人は「0.1＝52 人」
の半分であることから、下位単位となる「0.05
＝26 人」を導き出し、これらを組み合わせて
「0.85＝442 人」と解決した（図 22）。 
 
５２０人………１  ５２０人……… １ 
｜÷２     ｜÷２    ｜÷１０   ｜÷１０ 
２６０人………０．５    ５２人………０．１ 


























図 24．比の第３用法（第９時）での waka の記述 
 
５．２．４ jin の活動 


















当たりくじ    0.05     ４      ５ 
×０．０５         ×０．０５ 
くじ全体    １     80      100 
図 25．比の第２用法（第８時）におけるｊｉｎの思考 
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